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○ 研修診療科（必修科目）について

科目

　研修実施責任者： 津村　和大（教育指導部長）

以下、慶應義塾大学病院から研修医への注意事項 ※問い合わせ先

・外科研修はその他の外科系の診療科への振り替えは認めません。 　担当部署・担当者名： 事務局庶務課・五十嵐　久美子
・必修科目がある病院では、必ず必修科目を研修してください。振り替えは認めません。

　住所： 川崎市川崎区新川通１２－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　TEL：  ０４４－２３３－５５２１（代）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　E-mail： 83kawent@city.kawasaki.jp　

8：30～17：15

研修内容（手技・症例数・指導医数等）

健康保険、雇用保険、厚生年金、労働災害補償有

内科

　必修期間にあたる24週間にわたり内科領域を幅広く研修します。基礎的診断治療のための技能の修得に加えて、プ
ライマリ・ケア診療に必要な診断・治療・指導の考え方を身につけることを重視した研修を行っています。呼吸器・循環
器・消化器・神経・糖尿病内分泌・感染・腎臓・リウマチ・病態栄養等の部門ごとに専門医がいます。多彩な疾患につい
て豊富な経験を積むことができるでしょう。
　入職の初月にあたる4月には、1カ月間にわたり充実した導入研修を用意しています。
　病棟診療の指導医は4～5週間単位で交代となり、それぞれの指導医からマンツーマンで教育を受けます。
　日本内科学会の地方会には毎月演題を発表しており、臨床研修医に発表のチャンスが与えられます。

産婦人科
２年目に慶應義塾大学病院で研修。

精神科
２年目に慶應義塾大学病院で研修。

※ 内科研修における並行研修として実施しています。

○臨床研修医からのメッセージ
　当院は、病床数713床と大学病院並みの規模であり、地域の中核病院として根付いています。研修病院としても大変に人気が高い病院です
（マッチング協議会公表値：2023年度全国１位、2025年度全国２位）。現在、川崎病院直接採用で採用される研修医は1学年10名で、慶應義塾大
学病院地域-大学循環プログラムから4名が襷掛けで研修しています。
　全科医師の医局が１つのフロアにあり、普段から他科との連携が取り易い環境にあります。例え他科研修中であっても手技を行う機会があれ
ば、声をかけていただき経験することができ、熱意があれば診療科の枠を越えて幅広い経験を積むことができる環境だと思います。
　医局には臨床研修医専用の部屋もあり、研修医一人ずつに机が用意されています。業務においては、他院でよく耳にするような、日常業務に
追われて勉学に支障をきたす事はありません。自分で勉強をしたり、上級医とディスカッションしたりする時間が充分にあります。また、各研修医
にメンターと呼ばれる上級医が付き、研修医の状況に応じたきめ細かい指導やアドバイスを受けることができます。研修医主体の勉強会も度々
開催され、和気あいあいとした雰囲気の中でモチベーションを高めています。
　是非、川崎市立川崎病院での研修を考えてみてください（合同見学会でプログラムの詳細を解説）。
　臨床研修医一同、お待ちしております。
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　必修期間にあたる12週間の救急科研修を経験することができます。当院の救急科の機能・診療・教育体制は以下の
通りです。
　　１．機能： 厚生労働省の救命救急センター認定であり、1次〜3次救急に幅広く対応します。
　　２．実績： 年間約20,000人の救急患者（うち救急搬送約5,000人）
　　３．診療・指導体制： 救命センター併設型ER方式を採用した２交替制シフト勤務です。
　　４．指導は屋根瓦方式であり、安心できる体制で上級医と業務を組んでいます。

２年目に慶應義塾大学病院で研修。

○研修アピール
　当院の臨床研修制度は昭和42年に発足し、昭和51年からはスーパーローテート方式を導入するなど時代に先がけた研修制度の充実を図って
きました。これまで初期研修医の採用者数は約500名を数えます。新初期臨床研修制度の下でも内科・外科・麻酔科・救急の基本科目はもとよ
り、スタッフが充実している小児科・産婦人科、救急研修も可能な精神科、その他ほとんどの選択科研修が可能という理想的な臨床研修病院とし
ての評価をいただいております（慶應義塾大学との地域-大学循環プログラムでは、「内科」、「救急科」、「外科」の3診療科の研修のみお受けして
います）。特に、入職時の手厚いオリエンテーションは大変好評です。2022年度の医師臨床研修マッチングでは希望者数・定員充足率ともに全国
第１位の人気で、翌2023年度も市中病院ランキングで全国第7位の希望者を有しています。市立川崎病院採用の研修医とも仲良く、分け隔てな
く、明るい雰囲気で充実した研修を送ることができます。

【当院の研修プログラムについて】
　1年次の最初の4週間（4月）は、全員が内科で研修を行います（総合学習）。
　4月の最終週以降は地域大学循環コースの方は内科5か月、外科3か月、救急3か月をローテートします。外科は原則として3か月連続でロー
テートすることで、より専門性の高い研修を進めやすいよう配慮しています。

外科

　必修期間を超える12週間の外科研修を経験することができます。指導医とマンツーマンで症例を受け持ち、術前処置
や検査、手術助手、術後管理を学びます。月替わりで指導医を変更してさまざまな臓器に対する手術を経験すること
も、もしくは1つの臓器に特化して3ヶ月研修することもできます。手術日（月・水・金曜日）は担当の指導医の手術がなく
ても、原則他の指導医の手術に助手として参加できます。臨床研修医が実際に経験できる代表的な手技は、CVカテー
テルの挿入などの周術期処置および手術時の皮膚縫合などがあります。

必修科目の研修ができない場合、選択可能な診療科：

　当院では「内科」（24週間）、「救急科」（12週間）、「外科」（12週間）の3診療科の研修のみお受けしています。
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